


    悩み

     適切でない民間療法等を勧める人が多い。 


    助言

    
              【あなた自身に合った治療を選ぶことが大切です】




  
  民間療法は、民間に『伝承』されてきた方法であり、がんに効果があると科学的に証明されたものではありません。
あなたに民間療法を勧めてくれた方の多くは、本や雑誌で目にとまったり、日頃からその方が使っていて体にいいと感じていたりするものを、勧めてくれているかもしれません。
その気持ち自体は嬉しいものです。しかし、だからこそ無下に断るとかどが立ちそうで、悩みの種になることもあります。
大切なことは、あなたの体や病気は、世界に一つだけのものであって、ほかの人の体や病気とは異なっている、ということです。たとえ大きく宣伝されていたり、ある人には効果があるように感じられた民間療法であっても、あなた自身の体や病気の治療に向いているかどうかは分かりません。
また、治療法を勧めてくれた人は、その治療法があなたに効かなかったり、万一あなたの健康をかえって損なったりしても、責任を取ってくれるわけではないでしょう。
あなたの体が一番大事です。もし、周りから治療法を勧められて悩むようであれば、『自分の病気にぴったりかどうか分からないから、先生に聞いてみてからにするよ』とお話ししてみてはどうでしょうか。
それでももし勧めが続くようであれば、「気持ちは嬉しいけど、病気についてのことは自分で決めたいから、そっとしておいて」と、自分の気持ちをはっきりと伝えることも大事です。
また、厚生労働省の研究グループが作成した『がんの補完代替医療ガイドブック』という冊子がインターネットでダウンロードできます。この冊子は、民間療法について考えたり、勧めてくれた人に自分の考えを説明したりするときに役立ちます。
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